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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第26期
第３四半期
連結累計期間

第27期
第３四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 15,538,081 16,550,914 20,911,345

経常利益 (千円) 897,791 1,193,042 1,278,803

四半期(当期)純利益 (千円) 456,893 625,904 648,948

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 455,001 625,197 647,780

純資産額 (千円) 3,448,194 4,141,946 3,640,973

総資産額 (千円) 7,280,846 8,454,311 7,330,102

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 9,122.11 12,596.18 12,981.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.4 49.0 49.7

　

回次
第26期
第３四半期
連結会計期間

第27期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3,623,47 5,254.07

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第26期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社のグループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、主要な関係会社の異動につきまして、当社が平成23年11月に持

株会社制へ移行したことに伴い、主要な事業である人材サービス事業を新たに設立された当社100％出資の

子会社「ＷＤＢ株式会社」が承継し、当社は「ＷＤＢ株式会社」から「ＷＤＢホールディングス株式会

社」に商号を変更しております。

　また、株式会社アイ・シー・オーの株式を取得し、ポスドクスタイル株式会社、ＷＤＢ独歩株式会社及びシ

ンガポール共和国にＷＤＢ Singapore Pte Ltdを設立したことにより、当社グループは、平成23年12月31日

現在で当社及び子会社12社により構成されることになりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響で寸断されたサプライチェー

ンの復旧に伴い、生産や輸出に持ち直しの動きが見られるものの、米国・欧州における財政不安による世

界経済の減速、急激な円高や株安の進行等懸念材料も多い状況が続いております。

　国内の雇用情勢につきましては、厚生労働省が発表した平成23年12月の有効求人倍率（季節調整値）は

0.71倍、総務省が発表した平成23年12月の労働力調査（速報）による全国の完全失業率（季節調整値）

は4.6％と、依然として高い水準で推移しております。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、ＷＤＢメディカル株式会社が行っている医薬品

開発受託機関事業に対する相乗効果を発揮させるべく、医薬品開発分野の翻訳および薬事申請関連資料

の作成業務を行う株式会社アイ・シー・オーを100％子会社とし、研究職領域事業の一層の拡大を行いま

した。また、人材サービス事業においては、ポスドク研究者が、産業界並びに研究機関で活躍できる一助に

なりえるよう、ポスドクのキャリア支援を行うポスドクスタイル株式会社を平成23年6月に設立し、企業

や雇用のグローバル化に対応するため、WDB Singapore Pte. Ltd.を平成23年8月にシンガポールに設立

しております。

　以上のような活動の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、主として理学系研究職の売上高の増

加により16,550百万円と前年同四半期と比べ1,012百万円（6.5％）の増収となりました。事業別の構成

比は、人材サービス事業が98.6％、その他事業が1.4％であります。

　営業利益は、1,199百万円と前年同四半期と比べ297百万円（33.0％）の増益、経常利益は、1,193百万円

と前年同四半期と比べ295百万円（32.9％）の増益、四半期純利益は、625百万円と前年同四半期と比べ

169百万円（37.0％）の増益となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 人材サービス事業

研究職派遣を中心に好調に推移したため、当セグメントの売上高は、16,311百万円と前年同四半期と比

べ1,044百万円（6.8％）の増収、セグメント利益（営業利益）は、1,274百万円と前年同四半期と比べ359

百万円（39.2％）の増益となりました。（注）セグメント利益（営業利益）は、セグメント間取引消去前

の金額であります。

② その他

有機化学薬品製造は前期と比較して低調となり、魚介類の養殖販売事業も台風６号の影響を受け、海水

汲み上げポンプの故障等による被害を受けたため、当セグメントの売上高は、239百万円と前年同四半期

と比べ31百万円（△11.7％）の減収、セグメント損失（営業損失）は、48百万円と前年同四半期と比べ67

百万円の減益となりました。（注）セグメント損失（営業損失）は、セグメント間取引消去前の金額であ

ります。
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(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、建設中の新社屋にかかる固定資産の増加等により総資

産8,454百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,124百万円の増加となりました。負債は、借入金

の増加及び未払法人税等の減少等により4,312百万円となり、前連結会計年度末と比較して623百万円

の増加となりました。

　また、純資産は4,141百万円となり、前連結会計年度末と比較して500百万円の増加となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、２百万円であります。これは、株式会社ＷＤＢ環

境バイオ研究所に係るものであります。なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状

況に重要な変更はありません。

　
(5) 従業員数

① 連結会社の状況

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの従業員数に著しい増減はありません。

② 提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年12月31日現在

セグメントの名称 従業員数(人)

全社（共通） 8（1）

計 8（1）

(注) １．従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者数（時間給のフレックス社員及びパートタイマーを含みます。）

は、最近１年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．全社（共通）として記載されている従業員数は、管理部門に所属しているものであります。

３．前事業年度末に比して、従業員数が241人、臨時雇用者数が165人減少しておりますが、これは主として、平成23

年11月１日付の会社分割により、持株会社制へ移行したことによるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 　　200,600

計 200,600

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 50,150 50,150
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株制度を採用
しておりません。

計 50,150 50,150 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 50,150 ― 800,000 ― 52,525

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

460
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

49,690
 

49,690
―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 50,150 ― ―

総株主の議決権 ― 49,690 ―

(注)  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記
載することができないことから、直前の基準日(平成23年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしており
ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式）
ＷＤＢホールディングス
株式会社

兵庫県姫路市南駅前町100番 460 ― 460 0.92

計 ― 460 ― 460 0.92

（注）当社は、平成23年11月１日付でＷＤＢ株式会社からＷＤＢホールディングス株式会社に商号変更しております。ま
た、当社は、平成24年１月11日付で兵庫県姫路市南駅前町100番から本店所在地を兵庫県姫路市豊沢町79番地に移
転しております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19 

年内閣府令第64 号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,307,973 1,674,625

受取手形及び売掛金 2,403,009 2,522,836

有価証券 － 13,005

商品及び製品 4,183 4,260

仕掛品 19,664 12,631

原材料及び貯蔵品 10,595 9,761

その他 321,139 263,846

貸倒引当金 △3,859 △3,772

流動資産合計 4,062,707 4,497,194

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 915,184 897,587

土地 1,485,285 1,520,762

その他（純額） 157,662 813,342

有形固定資産合計 2,558,132 3,231,693

無形固定資産

のれん 91,140 105,114

その他 6,852 6,350

無形固定資産合計 97,992 111,464

投資その他の資産 611,270 613,959

固定資産合計 3,267,395 3,957,116

資産合計 7,330,102 8,454,311

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,245,351 1,191,603

短期借入金 163,800 707,667

1年内返済予定の長期借入金 180,000 242,208

1年内償還予定の社債 42,500 25,000

未払法人税等 404,246 177,418

賞与引当金 250,614 160,848

資産除去債務 29,891 30,536

その他 664,392 1,012,394

流動負債合計 2,980,795 3,547,676

固定負債

社債 40,000 20,000

長期借入金 315,000 371,128

退職給付引当金 26,041 31,415

役員退職慰労引当金 240,472 256,372

資産除去債務 60,231 59,586

その他 26,586 26,187

固定負債合計 708,332 764,688

負債合計 3,689,128 4,312,365
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 52,525 52,525

利益剰余金 2,814,841 3,316,520

自己株式 △24,564 △24,564

株主資本合計 3,642,803 4,144,482

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,829 △2,553

為替換算調整勘定 － 17

その他の包括利益累計額合計 △1,829 △2,536

純資産合計 3,640,973 4,141,946

負債純資産合計 7,330,102 8,454,311
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 15,538,081 16,550,914

売上原価 12,077,741 12,651,335

売上総利益 3,460,340 3,899,579

販売費及び一般管理費 2,558,892 2,700,332

営業利益 901,447 1,199,246

営業外収益

受取利息 271 129

受取配当金 629 5,789

雑収入 10,889 8,688

営業外収益合計 11,790 14,607

営業外費用

支払利息 8,594 6,315

解約違約金 － 4,826

雑損失 6,851 9,669

営業外費用合計 15,445 20,811

経常利益 897,791 1,193,042

特別利益

固定資産売却益 － 3

賞与引当金戻入額 37,654 －

受取設備負担金 14,616 －

特別利益合計 52,270 3

特別損失

固定資産売却損 337 －

固定資産除却損 24,695 3,091

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34,526 －

その他 － 578

特別損失合計 59,560 3,669

税金等調整前四半期純利益 890,502 1,189,376

法人税、住民税及び事業税 332,954 474,466

法人税等調整額 100,654 89,005

法人税等合計 433,608 563,472

少数株主損益調整前四半期純利益 456,893 625,904

少数株主利益 － －

四半期純利益 456,893 625,904
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 456,893 625,904

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,892 △724

為替換算調整勘定 － 17

その他の包括利益合計 △1,892 △706

四半期包括利益 455,001 625,197

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 455,001 625,197

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

　該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（連結の範囲の重要な変更）

 第１四半期連結会計期間において、株式を取得した株式会社アイ・シー・オー及び新たに設立したポスドクスタ

イル株式会社、ＷＤＢ独歩株式会社を、第２四半期連結会計期間において、新たに設立したＷＤＢ　Singapore　Pte　

Ltdを、当第３四半期連結会計期間において、ＷＤＢホールディングス株式会社より新設分割したＷＤＢ株式会社

を連結の範囲に含めております。

 

　

【会計方針の変更等】

　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

　

【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 95,799千円 90,981千円

のれんの償却額 26,460千円 33,595千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年6月25日
定時株主総会

普通株式 75,225 1,500平成22年３月31日 平成22年６月28日 利益剰余金

平成22年11月９日
取締役会

普通株式 35,105 700平成22年９月30日 平成22年12月７日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結

  会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 74,535 1,500平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

平成23年11月９日
取締役会

普通株式 49,690 1,000平成23年９月30日 平成23年12月７日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結

　会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会期年度末と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日　至 平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
人材サービス事業 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 15,266,41615,266,416271,66515,538,081

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

10,428 10,428 113 10,542

計 15,276,84515,276,845271,77815,548,623

セグメント利益 915,211 915,211 19,303 934,515

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、有機化学薬品製造事業及び魚介類の

養殖販売事業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

  差額の主な内容(差異調整に関する事項)
　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 915,211

「その他」の区分の利益 19,303

セグメント間取引消去 △33,068

四半期連結損益計算書の営業利益 901,447

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日　至 平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)

合計
人材サービス事業 計

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 16,311,14616,311,146239,76716,550,914

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

21,421 21,421 ― 21,421

計 16,332,56816,332,568239,76716,572,335

セグメント利益又は損失（△） 1,274,2371,274,237△48,345 1,225,891

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、有機化学薬品製造事業及び魚介類の

養殖販売事業を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該

　差額の主な内容(差異調整に関する事項)
　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,274,237

「その他」の区分の損失（△） △48,345

セグメント間取引消去 5,766

全社費用(注) △32,411

四半期連結損益計算書の営業利益 1,199,246

(注)  全社費用は、11月１日の新設分割により純粋持株会社となった当社において発生するグループ管理費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

　共通支配下の取引等

１．取引の概要

（１）対象となった事業の名称及びその事業の内容

事業の名称：当社が運営する人材サービス事業

事業の内容：主として人材派遣・請負事業を行っております。

（２）企業結合日

平成23年11月１日

（３）企業結合の法的形式

当社を分割会社とし、ＷＤＢ株式会社（当社の連結子会社）を新設会社とする新設分割

（４）結合後企業の名称

ＷＤＢ株式会社（当社の連結子会社）

（５）その他取引の概要に関する事項

当社は、人材サービス事業から理学系人材の研究スキルと知識を基礎とした様々な事業体を持つ

グループへ発展しております。グループの経営機能と執行機能を明確に分離し、持株会社では、戦略

的な意思決定を行い、事業会社では、機動的な業務執行を行い、グループ経営体としての機能を充実

・強化することを目的として、持株会社体制へ移行しました。

　
２．実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26

日）に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 9,122円11銭 12,596円18銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 456,893 625,904

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 456,893 625,904

    普通株式の期中平均株式数(株) 50,086 49,690

　(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第27期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当について、平成23年11月９日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議いたしました。

①配当金の総額　　　　49,690千円

②１株当たりの金額　　1,000円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成23年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月９日

ＷＤＢホールディングス株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    片　岡　茂　彦    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    目　細　　実　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＷＤ
Ｂホールディングス株式会社（旧社名：ＷＤＢ株式会社）の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの
連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結
累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸
借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＷＤＢホールディングス株式会社（旧社名：
ＷＤＢ株式会社）及び連結子会社の平成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期
連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな
かった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

ＷＤＢホールディングス株式会社(E05560)
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